
単元評価規準と小単元評価規準

研究事例 第５章 外国人とのコミュニケーション

英単語学習の授業展開例

単元名 第５章外国人とのコミュニケーション

１ コミュニケーションの心がまえ

２ コミュニケーションの方法

３ 日常の会話

単元の目標 ビジネスで外国人と接する場合の基礎的なコミュニケーションの方法や心構え

および相手の国の文化や習慣を理解し、日常的な会話表現ができるようにする。

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

単 外国人とのコミュ コミュニケーショ コミュニケーショ コミュニケーショ

元 ニケーションに関心 ンの方法やその心構 ンの方法やその心構 ンの方法やその心構

の をもち、日常生活お えについて、あらゆ えに関する基礎的・ えおよび日常よく使

評 よびビジネスで外国 る角度、視点に立ち 基本的な技術を身に われる会話に関する

価 人に接する場合のコ 主体的かつ客観的に 付け、日常生活およ 基礎的・基本的な知

規 ミュニケーションの 考え、外国人とのコ びビジネスにおいて 識を身に付け、ビジ

準 方法や心構えを身に ミュニケーションを 外国人と接するとき ネスにおいて外国人

付け積極的に日常会 円滑に進めるための に簡単な会話を使え との異文化理解・共

話を学ぼうとする。 諸問題を解決しよう るようにする。 通理解の大切さを理

とする。 解する。

小単元名 ３ 日常の会話（１２時間）

小単元 国内において外国人と接する場面を取り上げ、日常よく用いられる身近な会話

の目標 に慣れ親しませるとともに、我が国の日常生活の過ごし方を外国人に正しく紹介

するための、基礎的な知識を習得させる。

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

小 国内において、外 国内において、外 日常よく用いられ 国内において、外

単 国人と接する様々な 国人と接する様々な る身近な会話に関す 国人と接する様々な

元 場面を想定し、日常 場面でよく用いられ る基本的な技術を身 場面でよく用いられ

の よく用いられる身近 る身近な会話につい に付け、国内におい る身近な会話を身に

評 な会話の習得に、自 て、様々な角度から て外国人と接する場 付け、我が国の日常

価 らすすんで取り組も 自らすすんで考察し 面を想定した場面や 生活の過ごし方を正、

規 うとしている。 諸問題を見つけよう 状況に応じて、適切 しく紹介するための

準 特に、英単語サイ とする。 に聞いたり、話した 基礎的な知識を理解

トを利用した学習で 特に、英単語サイ りすることができる している。。

の単語を覚えようと トを利用した学習で 特に、英単語サイ 特に、英単語サイ

している。 昇段に挑戦している トで昇段している。 トで単語を理解して。

いる。



小単元の指導と評価の計画

ア　関心・意欲・態度 イ　思考・判断 ウ　技能・表現 エ　知識・理解

1 あいさつと紹介

・初対面のあいさつや紹介
するルールについて関心を
もち、意欲的に取り組もう
としている。（観察）

・初対面のあいさつや紹介
するルールについて、様々
な角度から自らすすんで考
察しようとしている。
（ノート記述・対話）

・初対面のあいさつの表現
ができる。また、紹介する
ルールについて説明でき
る。（対話・練習問題）

・初対面のあいさつや紹介
するルールについて理解し
ている。（対話）

2 あいさつと紹介

・ダイアログに応じた会話
練習に関心をもち、意欲的
に取り組もうとしている。
特に、英単語学習ソフトに
よる単語学習に関心をもち
取り組もうとしている。
（観察）

・ダイアログに応じた会話
練習について、様々な角度
から自らすすんで考察しよ
うとしている。特に、英単
語学習ソフトによる単語を
覚えてすすめている。（観
察）

・ダイアログに応じた会話
練習ができる。また、英単
語学習ソフトによる単語学
習で段をあげている。（観
察）

・ダイアログに応じた会話
練習を理解している。特
に、英単語学習ソフトによ
る単語学習で段をあげて理
解している。（観察、対
話）

2 1 電話の応対

・電話によるコミュニケー
ションに関心をもち、聞く
こと話すことなど態度交え
た基本的なコミュニケー
ションの方法について、自
らすすんで調べたりまとめ
たりしようとする。（観
察）

・電話によるコミュニケー
ションにについて、様々な
角度から自らすすんで考察
しようとしている。（ノー
ト記述・対話）

・電話によるコミュニケー
ションの表現ができる。ダ
イアログに応じた会話練習
ができる。（対話、練習問
題）

・電話によるコミュニケー
ションについて理解してい
る。（対話）

2 2 電話の応対

・電話で役立つ表現に関心
をもち、意欲的に練習しよ
うとしている。（観察）

・電話で役立つ表現ににつ
いて、様々な角度から自ら
すすんで考察しようとして
いる。（ノート記述・対
話）

・電話で役立つ表現ができ
る。また、プラクティスに
よる問題に答えられる。
（対話、練習問題）

・電話で役立つ表現につい
て理解している。（対話、
小テスト）

1

一次　あいさつと紹介・・・（２時間）
二次　電話の応対・・・・・（２時間）
三次　会社訪問・・・・・・（１時間）
四次　料亭での食事・・・・（１時間）
五次　デパートでお買い物・（１時間）
六次　道案内・・・・・・・（１時間）
七次　名所の案内・・・・・（１時間）
八次　ホームパーティ・・・（１時間）
九次　趣味・・・・・・・・（１時間）
一〇次販売実習・・・・・・（１時間）

小単元「日常の会話」の指導と評価の計画

次 学習内容時

授業の流れ

学習活動における具体の評価規準および評価方法



ア　関心・意欲・態度 イ　思考・判断 ウ　技能・表現 エ　知識・理解

一次　あいさつと紹介・・・（２時間）
二次　電話の応対・・・・・（２時間）
三次　会社訪問・・・・・・（１時間）
四次　料亭での食事・・・・（１時間）
五次　デパートでお買い物・（１時間）
六次　道案内・・・・・・・（１時間）
七次　名所の案内・・・・・（１時間）
八次　ホームパーティ・・・（１時間）
九次　趣味・・・・・・・・（１時間）
一〇次販売実習・・・・・・（１時間）

小単元「日常の会話」の指導と評価の計画

次 学習内容時

授業の流れ

学習活動における具体の評価規準および評価方法

3 1 会社訪問

・会社訪問をするときの表
現に関心をもち、意欲的に
練習しようとしている。
（観察）

・会社訪問をするときの表
現について、様々な角度か
ら自らすすんで考察しよう
としている。（ノート記
述・対話）

・会社訪問をするときの表
現ができる。ダイアログに
応じた会話練習ができる。
（対話、練習問題）

・会社訪問をするときの表
現にについて理解してい
る。（対話）

4 1 料亭での食事

・料亭での食事で役立つ表
現に関心をもち、意欲的に
練習しようとしている。
（観察）

・料亭での食事で役立つ表
現について、様々な角度か
ら自らすすんで考察しよう
としている。（ノート記
述・対話）

・料亭での食事で役立つ表
現ができる。ダイアログに
応じた会話練習ができる。
（対話、練習問題）

・料亭での食事で役立つ表
現について理解している。
（対話、小テスト）

5 1 デパートでお買い物

・デパートでの買い物に役
立つ表現に関心をもち、意
欲的に練習しようとしてい
る。（観察）

・デパートでの買い物に役
立つ表現について、様々な
角度から自らすすんで考察
しようとしている。（ノー
ト記述・対話）

・デパートでの買い物に役
立つ表現ができる。ダイア
ログに応じた会話練習がで
きる。（対話、練習問題）

・デパートでの買い物に役
立つ表現について理解して
いる。（対話、小テスト）

6 1 道案内

・道案内で役立つ表現に関
心をもち、意欲的に練習し
ようとしている。（観察）

・道案内で役立つ表現につ
いて、様々な角度から自ら
すすんで考察しようとして
いる。（ノート記述・対
話）

・道案内で役立つ表現がで
きる。ダイアログに応じた
会話練習ができる。（対
話、練習問題）

・道案内で役立つ表現につ
いて理解している。（対
話、小テスト）

7 1 名所の案内

・名所の案内で役立つ表現
に関心をもち、意欲的に練
習しようとしている。（観
察）

・名所の案内で役立つ表現
について、様々な角度から
自らすすんで考察しようと
している。（ノート記述・
対話）

・名所の案内で役立つ表現
ができる。ダイアログに応
じた会話練習ができる。
（対話、練習問題）

・名所の案内で役立つ表現
について理解している。
（対話）



ア　関心・意欲・態度 イ　思考・判断 ウ　技能・表現 エ　知識・理解

一次　あいさつと紹介・・・（２時間）
二次　電話の応対・・・・・（２時間）
三次　会社訪問・・・・・・（１時間）
四次　料亭での食事・・・・（１時間）
五次　デパートでお買い物・（１時間）
六次　道案内・・・・・・・（１時間）
七次　名所の案内・・・・・（１時間）
八次　ホームパーティ・・・（１時間）
九次　趣味・・・・・・・・（１時間）
一〇次販売実習・・・・・・（１時間）

小単元「日常の会話」の指導と評価の計画

次 学習内容時

授業の流れ

学習活動における具体の評価規準および評価方法

8 1 ホームパーティ

・ホームパーティで役立つ
表現に関心をもち、意欲的
に練習しようとしている。
（観察）

・ホームパーティで役立つ
表現について、様々な角度
から自らすすんで考察しよ
うとしている。（ノート記
述・対話）

・ホームパーティで役立つ
表現ができる。ダイアログ
に応じた会話練習ができ
る。（対話、練習問題）

・ホームパーティで役立つ
表現について理解してい
る。（対話）

9 1 趣味

・趣味について、特に日本
的な趣味の表現に関心をも
ち、意欲的に練習しようと
している。（観察）

・趣味について、特に日本
的な趣味の表現について、
様々な角度から自らすすん
で考察しようとしている。
（ノート記述・対話）

・趣味について、特に日本
的な趣味の表現ができる。
ダイアログに応じた会話練
習ができる。（対話、練習
問題）

・趣味について、特に日本
的な趣味の表現について理
解している。（対話、小テ
スト）

10 1 販売実習

・販売店での応対に役立つ
表現に関心をもち、意欲的
に練習しようとしている。
（観察）

・販売店での応対に役立つ
表現について、様々な角度
から自らすすんで考察しよ
うとしている。（ノート記
述・対話）

・販売店での応対に役立つ
表現ができる。ダイアログ
に応じた会話練習ができ
る。（対話、練習問題）

・販売店での応対に役立つ
表現について理解してい
る。（対話）



学 習 指 導 案

科 目 ビジネス基礎 単元名 第５章 外国人とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 第３節 日常の会話

本時の主題 １ あいさつと紹介 （２時間目／１２時）

①ダイアログに応じた会話練習に関心をもち、意欲的に取り組もうとしている。特に、英
。 【 】本時の目標 単語学習ソフトによる単語学習に関心をもち取り組もうとしている 関

②ダイアログに応じた会話練習について、様々な角度から自らすすんで考察しようとして
。 、 。 【 】いる 特に 英単語学習ソフトによる単語を覚えてすすめている 思

③ダイアログに応じた会話練習ができる。また、英単語学習ソフトによる単語学習で段を
。 【 】あげている 技

④ダイアログに応じた会話練習を理解している。特に、英単語学習ソフトによる単語学習
。 【 】で段をあげて理解している 知

過程 指導の内容・ねらい 学 習 活 動 指導上の留意点・観点別評価
注１

導 ・前時までの復習 ・英語によるあいさつの表現が理解できて ・発問により確認する。
入 いるか確認する。 資１
分5

・各自の英語レベル ・インターネットで「イーオン」の無料英 ・ＰＣでインターネットに接
にあわせた英単語 語学習サイトを検索する。 続する。
学習サイトにより ＜内容＞
単語を覚える。 ① ユーザー新規登録 ・ユーザー新規登録で２０問 注２

② ユーザー選択 の回答により最初の段が決
＜内容＞ ③ メニュー まることを説明し、最初は
①②③④⑤により学 ④ 鍛錬 ０段でも学習するうちに段 注３
習する。 ⑤ 昇段テスト があがっていくことを確認

展 する。
・英語単語各自のレ ① ユーザー新規登録で２０問の回答に 注４
ベルを知り、段を より最初の段が決まる。 ・鍛錬は１０問、１問７秒で
あげ、単語を覚え ② ユーザー選択で選択する。 解答する。
る。 ③ スタートする。

④ 鍛錬で１０回ほど学習し、単語を覚 ・昇段テストは２０問、１問
え、正解率があがったら、⑤にすすむ ５秒であることに注意す

る。
Ｑ：英単語を数多く覚えるためにも鍛 ［評価］

錬を１０回ほど学習し、単語を覚 登録の段からどれだけの段
えたら昇段テストに挑戦してくだ を昇段したか？

開 さい。 ＜評価方法＞（目標①②④）
登録段と昇段レベルの観察

⑤ 昇段テストに挑戦し、段をあげてい ・時間配分を考え、だいたい
く。 ３段昇段したら本文を行

続いて④⑤により、各個人の単語レベル う。
をあげていく。

・教科書の内容に戻 ［評価］
り、あいさつのプ Ｑ：あいさつのプラクティスは記入で ダイアログの会話練習がで
ラクティスをす きましたか？ きているか？
る。 ＜評価方法＞（目標③④）

４２ ・あいさつのプラクティスにより２人でロ 対話
分 ールプレイを行う。

・ダイアログによる会話を覚えてロールプ
レイする。

ま ・本時のまとめ ・英語学習サイトを通して単語学習ができ ・どれだけの英単語が英単語
と たのか確認する。 が覚えられたか確認する。
め ・感想を述べる。 ・あいさつがお互いにできた
分 か確認する。3

＜指導上のポイントと考察＞
英会話のためには英単語、ボキャブラリーを多く持っていることが必要である。まず、自分のレベルを

知り、数をこなして覚えることができ、その成果が直ぐさま確認することができる。
初回は０からのスタートとなるかもしれないが、あきらめることなく、継続していくことで単語を覚える
ことにつながる。個人差があるので、個人ごとの段階をとどめておく必要がある。

注１ 英語の苦手な生徒でも、わかりやすく、取り組みやすいサイトであること。
注２ 最初は、０段で始まる者もいるが、焦らず、真剣に取り組めるように注意する。



注３ 最初の段を控えておき、昇段するレベルをつかむと良い。
注４ 時間を区切り、時折休憩を入れることを促すと良い。

※ 参考サイト ペラペラ 英単語名人１００００語http://www.perapera.co.jp/ AEON
(株)イーオン・デジタル・ワークス

資料１
英単語名人１００００の画面

イーオン ペラペラホームページ画面 ① ユーザーの登録画面

② ユーザー選択 スタート画面 ③ メニュー画面



④ 鍛錬モード画面 ⑤ 昇段試験モード画面
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